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１ ＤＶに対する理解を深める

ための啓発・教育の充実 

２ 安心して相談できる体制づ

くり 

４ 推進体制の確立 

①市民への広報・啓発の充実 

②若い世代への教育の充実 

③加害者に対する取組 

①相談窓口の周知 

②相談体制の充実 

③被害者に対する適切な情報提供、対応の実施 

④相談者の安全確保と保護体制の整備 

①生活再建への支援 

②精神的な支援 

③子どもへの支援 

④高齢者、障がい者、外国人への支援 

【基本目標】 【基本課題】 【今後の取組】 

１ 「春日井市ＤＶ対策基本計画」施策の体系 

人
権
が
尊
重
さ
れ
、
Ｄ
Ｖ
の
な
い
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち 

か
す
が
い 

３ 被害者の自立支援の充実 

①職員等に対する研修の充実 

②苦情に対する適切な対応 

③庁内の連携体制の整備 

④関係機関・民間団体等との協力・連携 

１ 



 

 

平成 2２年度の実施内容・平成 2３年度の実施計画 

２ 



 

取組 事業名 事業内容及び実施内容 
平成 23 年度の 

実施計画 

22 年度 

予算額 

23 年度 

予算額 
担当課 

① 

市民への広報 

・啓発の充実 

１  

広報、ホームペ 

ージ等を活用し 

た市民への一層 

の啓発 

広報春日井や男女共同参画情報紙「はるか」、またホームページ

等で DV の特集を組み、市民への啓発を行った。 

若い世代等、対象に応じたチラシの配布など啓発方法を検討し、

市民への更なる啓発を行った。 

医療機関や福祉関係者等への発見・通報のための啓発を行った。 

・広報春日井 11 月１日号、15 日号（男女共同参画特集） 

・男女共同参画情報紙「はるか」の発行 

 規格：A4、4 ページ 

 部数：5,000 部 

 配布先：市内公共施設、町内会、大学、高校、個人病院、市

内農協支店など 

・パネル展示 

・広報春日井 11 月  

 １日、15 日号 

・男女共同参画情報  

 紙 

「はるか」の発行 

・パネル展示 

・春日井シティバスの

車内にポスターを掲

示 

・中部ケーブルネット

ワーク（ＫＣＴＶ局）

「市政だより」 

205 200 男 女 共 同

参画課 

２  

ＤＶに関する正し

い理解と認識を図

るための講座等の

実施 

市民がＤＶに関する正しい理解と認識を得られるよう、講演や

講座等を実施した。 

 

【別紙１】 

継続 0 0 男 女 共 同

参画課 

② 

若い世代への教

育の充実 

１  

学校における人権

や男女平等につい

ての教育の充実 

小中学校において、人権週間や道徳の時間などを通じ、人権尊

重の意識を高める教育を進めた。 

・人権に関する授業を行った。 

・人権に関する講話、講演を開催した。 

・教育相談活動や児童(生徒)アンケートを行った。 

・人権に関する作品募集を行った。 

・ポスター掲示やテレビ番組の紹介をした。 

・人権に関する学習（授

業、講話、講演等） 

・人権尊重の意識高揚

(作品募集等) 

0 0 学 校 教 育

課 

基本課題１ ＤＶに対する理解を深めるための啓発・教育の充実 
(予算額 千円) 

３ 



取組 事業名 事業内容及び実施内容 
平成 23 年度の 

実施計画 

22 年度予

算額 

23 年度予

算額 
担当課 

②（続き） 

若い世代への

教育の充実 

２  

デートＤＶ理解

のための学習機

会の提供 

高校生、大学生等若い世代を対象としたＤＶセミナーを開

催した。 

【県立春日井商業高等学校】 

日 時：11 月 11 日    

対象者：全学年 696 名 

内 容：デートＤＶセミナー   

講 師：市ＤＶ相談員 

【中部大学】 

日 時：11 月 24 日   

対象者：教職課程２年生 79 名 

内 容：ＤＶセミナー   

講 師：市ＤＶ相談員 

県立春日井東高校及

び中部大学教職課程

２年生・生命健康科

学部を対象に実施を

予定している。 

0 0 男女共同

参画課 

③ 

加害者に対す

る取組 

１  

「加害者更生プ

ログラム」に関

する情報収集 

国等の研究結果の情報収集に努めた。 

 

「加害者更生プログラム」を実施している機関の情報をパ

ンフレットやインターネットにより収集した。 

継続 0 0 男女共同

参画課 

(予算額 千円) 
４ 



 

取組 事業名 事業内容及び実施内容 
平成 23 年度の 

実施計画 

22 年度 

予算額 

23 年度 

予算額 
担当課 

① 

相談窓口の周

知 

１  

携帯カード、パ

ンフレット等に

よる相談窓口の

周知 

相談窓口の情報を掲載した携帯カードやパンフレット等

の配布場所を拡大し、相談窓口の更なる周知に努めた。 

・カード、パンフレットの配布 

【配布先】 

  市内公共施設、銀行、個人病院、大学、中学校、 

スーパー、市内警察署など 

・メモ帳・あぶら取り紙の配布 

 【配布先】 

  市内公共施設、個人病院、高校など 

・継続 

・配布先の拡大 

25 25 男女共同

参画課 

② 

相談体制の充

実 

１  

電話、面接、オ

ンライン相談の

充実 

被害者が安心して相談できるよう、情報の管理を適切に

行った。休日、夜間の相談に対応するため、警察との一

層の連携を図った。 

 

相談記録が外部に漏れることがないよう、鍵のかかるキ

ャビネットに保管した。 

警察とは、ＤＶ対策関係機関連絡協議会でも、連絡を密

にし、情報を共有することを確認した。 

・継続 

・夜間電話相談の開 

 始 

（第 1～4 水曜日  

18 時～20 時） 

2,815 293 男女共同

参画課 

・女性の悩み相談     

火～金曜日、第２・４土曜日 563 件 

・女性のための法律相談 

第 1・3 土曜日 74 件 

・女性の悩み相談 

（火～金曜日）  

・女性のための法律

相談 

（第１～４土曜

日） 

2,210 2,574 青尐年女

性センタ

ー 

基本課題２ 安心して相談できる体制づくり 
(予算額 千円) 

５ 



 

取組 事業名 事業内容及び実施内容 
平成 23 年度の 

実施計画 

22 年度 

予算額 

23 年度 

予算額 
担当課 

②（続き） 

相談体制の充

実 

２ 

外国人への相談

体制の充実 

通訳の派遣や外国語によるパンフレットの作成配布によ

り、相談体制の充実を図った。 

 

外国語によるＤＶ防止啓発パンフレットの窓口配布（英 

語・スペイン語・ポルトガル語・中国語・タガログ語・タ 

イ語・日本語） 

継続 

 

0 0 男女共同

参画課 

③ 

被害者に対す

る適切な情報

提供、対応の実

施 

１  

関係各課との連

携 

 

被害者が速やかに安心して情報提供と支援が受けられる

よう最新の情報を収集するとともに、関係各課との連携

を推進した。 

 

被害者にスムーズに情報提供、対応ができるよう情報共

有シートを作成した。 

・ＤＶ対策連絡会議の開催 

課長級：1 回  担当者：2 回 

継続 

 

0 0 男女共同

参画課 

２  

学校、保育園等

への制度及び対

応方法の周知 

教職員等に対し、ＤＶに関する特性や制度、配慮すべき

事項について周知した。 

 

【別紙２】 

継続 0 0 男女共同

参画課 

・保育士の研修（公私立保育園長及び主任対象）において、

ＤＶ家庭の子どもへの対応について、市ＤＶ相談員に

より研修を実施した。 

・園児の保護者に市男女共同参画課で作成したＤＶ啓発カ

ードを配布した。 

保育士の研修（公私

立保育園長及び主任

対象）において、DV

家庭の子どもへの対

応を含めた研修の実

施を予定している。 

0 0 保育課 

(予算額 千円) 
６ 



取組 事業名 事業内容及び実施内容 
平成 23 年度の 

実施計画 

22 年度 

予算額 

23 年度 

予算額 
担当課 

③（続き） 

被害者に対す

る適切な情報

提供、対応の実

施 

２（続き） 

学校、保育園等

への制度及び対

応方法の周知 

・市小中学校教頭研修 

テーマ：「ＤＶ家庭における子どもの支援」 

日時：９月 14 日 

講師：市ＤＶ相談員 

・市内小中学校 2 年経験者研修 

テーマ：「サインをキャッチする視点～気づいてからの 

    対応～」 

日時：平成 23 年２月 4 日 

講師：市ＤＶ相談員 

継続 

・小中学校２年経験 

 者研修 

 場所：教育研究所  

 ﾃｰﾏ:「サインをキャ 

 ッチする視点～気 

 づいてからの対応 

 ～」 

 日時：平成 23 年  

    8 月 26 日 

 講師：市 DV 相談 

    員 

0 

 

0 学校教育

課 

④ 

相談者の安全

確保と保護体

制の整備 

 

１  

警察との連携 

被害者や支援者等の安全を確保するため、警察との連携

を強化した。 

 

ＤＶ対策関係機関会議を開催し、情報の共有化を図った。 

継続 0 0 男女共同

参画課 

２  

一時保護施設と

の連携 

一時保護施設との連携を強化するとともに、一時保護施

設に入所するまでの被害者の安全を確保した。 

 

保護を依頼する際には、依頼者の情報を的確に伝えると

ともに、入所する場合は、加害者の目に触れないよう配

慮し、必ず職員２人が付き添った。 

継続 0 0 男女共同

参画課 

県との委託契約に基づき、DV 被害を受けた母子の一時保

護を母子の家で実施した。 

継続 36,866 36,866 子ども政

策課 

３  

民間支援団体等

との連携 

民間支援団体等の情報を収集し、連携に努めた。 

 

情報を収集し、必要に応じた連携を取った。 

継続 0 0 男女共同

参画課 

(予算額 千円) 

７ 



 

取組 事業名 事業内容及び実施内容 
平成 23 年度の 

実施計画 

22 年度 

予算額 

23 年度 

予算額 
担当課 

① 

生活再建への

支援 

１  

住宅に関する支

援 

市営住宅の入居条件や入居手続きに際して、被害者の実

情を勘案し、対応した。 

 

市営住宅のうち、単身者（一人）向けの住宅募集にＤＶ

被害者の申込資格を設け、公募を実施した。 

前年度と同様に実施

予定。 

0 0 住宅施設

課 

２  

経済的な支援 

関係する法律の中で、適正・迅速に支援を行った。 

緊急の生活資金の助成制度について調査・研究した。 

国民健康保険、母子福祉関連制度、児童扶養手当等の各

種制度の周知と活用への支援を行った。 

 

緊急時の生活資金助成制度について、調査・研究した。 

国民健康保険などの各種制度の周知を行い、手続きに必

要な相談証明書を発行した。 

継続 0 

 

0 

 

男女共同

参画課 

生活保護を適用した。 ・生活保護の適正な 

運営（漏給防止・ 

濫給防止） 

・自立支援プログラ 

ムの推進 

4,022,984 4,597,633 生活援護

課 

被害者（相談者）に対し、国民健康保険加入に関する相

談を実施した。 

継続 0 0 保険医療

年金課 

DV で保護した母子に対し、相談、生活保護、手当申請等

の必要な支援を実施した。 

継続 2,820 

 

2,820 

 

子ども政

策課 

経済的理由等で就学が困難な児童生徒の保護者に対し、

就学援助費を支給した。 

継続 103,801 107,494 学校教育

課 

基本課題３ 被害者の自立支援の充実 
(予算額 千円) 

８ 



取組 事業名 事業内容及び実施内容 
平成 23 年度の 

実施計画 

22 年度 

予算額 

23 年度 

予算額 
担当課 

①（続き） 

生活再建への

支援 

３  

就労に関する支

援 

就業支援セミナー等の開催及び情報収集・提供を行いま

す。 

就労に必要な技能・資格取得のための講座情報や給付金

制度の情報を提供した。 

 

各種団体が開催する支援セミナ－のチラシを設置した。 

母子家庭自立支援給付金などの情報を提供した。 

・自立支援教育訓練給付金 

・高等職業訓練促進給付金 

及び高等職業訓練終了支援給付金 

情報を収集・提供す

る。 

0 0 男女共同

参画課 

・若者就業支援相談    

第 1 木曜日（予約）５件 

・若年者向け就職相談   

第３金曜日（予約）１９件 

・講座「再就職希望者のパソコン講座」 

平成 22 年９月４日～ ９月 25 日（４回） 

延べ 81 人 

・若年者就職相談   

 第 2 金曜日(予約) 

・講座「再就職希望

者のパソコン講

座」 

ワードコース（初 

級編） 

エクセルコース 

（初級編） 

28 28 青尐年女

性センタ

ー 

母子家庭の母に対し、県母子寡婦福祉連合会等が実施す

る講座情報の提供や、就業に結びつく可能性の高い講座

費用の 20％相当を支給する自立支援教育訓練給付金、就

職に有利であり、かつ生活の安定に資する資格取得を促

進する養成訓練学校に通う場合に支給する、高等職業訓

練促進給付金の情報を提供した。 

継続 2,820 2,820 

 

子ども政

策課 

(予算額 千円) 

９ 



 

取組 事業名 事業内容及び実施内容 
平成 23 年度の 

実施計画 

22 年度 

予算額 

23 年度 

予算額 
担当課 

② 

精神的な支援 

１  

医療機関の情報

提供 

カウンセリング等心理的なケアが必要な場合、医療機関

の情報を提供した。 

・市のメンタルヘルス相談 

・春日井保健所メンタルヘルス相談 

継続 0 

 

0 男女共同

参画課 

・メンタルヘルス相談 

精神科医師や臨床心理士によるメンタルヘルス相談

（うつ・自殺・ひきこもりなど心の病気に関する相談） 

 

精神科医師 毎月 2 回 

臨床心理士 毎月 1 回 

継続 873 993 健康増進

課 

２  

自助グループの

情報提供 

現在活動している自助グループの情報を提供した。 

 

ウィメンズカウンセリング名古屋ＹＷＣA、フェミニスト

サポートセンター・東海が行う、相談窓口・講座等の情

報を提供した。 

継続 0 0 男女共同

参画課 

③ 

子どもへの支

援 

１  

就園、就学への

支援 

就園、就学及び転校にあたっての配慮や就学援助等の支

援 

を引き続き実施した。 

 

他機関（児童相談所、市担当課等）と連携し、被害者の

自立に必要と認められる場合は速やかに入所・転園の許

可をする等、柔軟な審査を行った。 

継続 0 0 保育課 

住民登録の異動が困難な家庭に対し校区外通学・区

域外就学の対応をした。 

 

継続 0 0 学校教育

課 

(予算額 千円) 
10 



取組 事業名 事業内容及び実施内容 
平成 23 年度の 

実施計画 

22 年度 

予算額 

23 年度 

予算額 
担当課 

③（続き） 

子どもへの支

援 

２（続き） 

子どもの心理的

ケア 

保育士やスクールカウンセラー等、保育・教育関係者の

ＤＶの理解を進めると共に連携を図り、子どもの心理的

ケアを充実します。 

 

臨床心理士等を講師に３回実施した障がい児保育の研修

会においてＤＶについても理解を深めた。また月１回、

園長会議・主任保育士会議・障がい児保育会等を開催し、

連携及び情報交換に努めた。 

 

保育士の研修におい

て、臨床心理士等を

講師にケーススタデ

ィを実施し、保育指

導における子ども心

理的ケアの方法を学

ぶ。また月１回、園

長会議・主任保育士

会議・障がい児保育

会等を開催予定。 

 

0 0 

 

 

保育課 

 

 

教育関係者へ、ＤＶについての理解を進めるための研修

を実施した。 

・スクールカウンセラー研修会 

テーマ：「子どもの支援を考える～相談の現場から～」 

日時：6 月 29 日  

講師：市ＤＶ相談員 

・小学校心の相談員研修会 

テーマ：「サインをキャッチする視点～気づいてからの   

     対応～」 

日時：10 月 21 日 

講師：市ＤＶ相談員 

 

 

 

 

未定 0 40 学校教育

課 

(予算額 千円) 
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取組 事業名 事業内容及び実施内容 
平成 23 年度の 

実施計画 

22 年度 

予算額 

23 年度 

予算額 
担当課 

④ 

高齢者、障がい

者、外国人への

支援 

１  

高齢者、障がい

者への支援 

福祉施策を活用し、関係部署・機関等との連携を取りな

がら、状況に応じた支援を行った。 

 

・市の措置による養護老人ホームへの入所。 

・緊急対応ショートステイの利用。 

継続 163,649 157,472 高齢福祉

課 

・個別ケースへの相談対応 

 

地域包括支援センター、生活援護課、男女共同参画課、

女性相談センター、かけこみ女性センターあいち、春日

井警察署と連携を取った。 

・継続 

・地域包括支援セン 

ターへの高齢者 

虐待防止研修の 

開催 

0 20 介護保険

課 

実績なし。 必要な福祉サービス

の利用ができるよう

関係機関と連携を取

り、支援を行う。 

0 0 障がい福

祉課 

２ 外国人への

支援 

相談時の通訳や外国語パンフレットによる情報提供を行

った。（再掲） 

 

在住外国人によるコミュニティとの連携を図ります。 

外国人支援団体から紹介された相談者を支援した。 

（２－②「外国人への相談体制の充実」再掲） 

継続 0 0 男女共同

参画課 

 

 

 

 

 

(予算額 千円) 
12 



 

取組 事業名 事業内容及び実施内容 
平成 23 年度の 

実施計画 

22 年度 

予算額 

23 年度 

予算額 
担当課 

① 

職員等に対す

る研修の充実 

１  

ＤＶに対する正

しい理解のため

の研修の実施 

一般的なＤＶ理解のための研修を行うとともに、関連の

深い窓口の職員に対しては二次被害防止のための研修を

実施した。 

・関係窓口担当者研修 

平成 23 年１月 21 日 

継続 0 0 男女共同

参画課 

２  

スーパーバイザ

ー（専門指導者）

によるスーパー

ビジョンの実施 

相談員の連絡会議、また専門指導者によるスーパービジ

ョンの実施により、相談員等の資質の向上やメンタルケ

アを行った。 

・相談員連絡会議 

６月 16 日、10 月 15 日、平成 23 年２月 16 日 

・相談員研修 

 ９月 15 日 

継続 0 0 男女共同

参画課 

② 

苦情に対する

適切な対応 

１  

苦情への適切な

対応と情報共有 

相談・支援に係る職員の対応等に関して、被害者から苦

情が寄せられた場合、被害者の立場に立った適切な対応

に努めるとともに、ＤＶ対策連絡会議で情報を共有した。 

 

実績なし。 

継続 0 0 男女共同

参画課 

③ 

庁内の連携体

制の整備 

１ 

関係部署におけ

るマニュアルの

作成 

関係部署においてスムーズな対応、支援ができるようマ

ニュアルを作成した。 

 

作成したマニュアルの基づき支援を行った。 

継続 0 0 男女共同

参画課 

 

基本課題４ 推進体制の確立 
(予算額 千円) 
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取組 事業名 事業内容及び実施内容 
平成 23 年度の 

実施計画 

22 年度 

予算額 

23 年度 

予算額 
担当課 

③（続き） 

庁内の連携体

制の整備 

１（続き） 

関係部署におけ

るマニュアルの

作成 

男女共同参画課と統一したＤＶ対応マニュアルを作成し

た。 

継続 0 0 青尐年女

性センタ

ー 

住民基本台帳事務に係る支援措置マニュアルを作成し

た。 

・春日井市暴力行為

及びストーカー行

為等による被害者

に対する住民基本

台帳事務に係る支

援措置に関する要

綱及び事務取扱要

領の改正。 

・必要に応じマニュ

アルの見直し。 

0 0 市民課 

・虐待防止ホットライン 

 （宿直者用マニュアル配布） 

・高齢者虐待防止ハンドブックの見直し 

・高齢者虐待防止講演会の開催 

継続 231 306 介護保険

課 

「対応マニュアル」を作成した。 

 

必要に応じ、マニュ

アルの見直しを行

う。 

0 0 障がい福

祉課 

支援マニュアルの作成はしていない。 

面接相談において DV 被害の申出があれば、男女共同参

画課と連携を取り、迅速に対処する体制をとっている。 

面接相談の実践的な

研修を開催する。 

0 0 生活援護

課 

(予算額 千円) 
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取組 事業名 事業内容及び実施内容 
平成 23 年度の 

実施計画 

22 年度 

予算額 

23 年度 

予算額 
担当課 

③（続き） 

庁内の連携体

制の整備 

１（続き） 

関係部署におけ

るマニュアルの

作成 

ＤＶ被害者等市外住基登録者の国保加入対応マニュアル

を見直した。 

マニュアルに基づい

た適正な対応、支援

の実施と、実績を踏

まえたマニュアルを

見直す。 

0 0 

 

保険医療

年金課 

DV 対策連絡協議会等で関係部署との連携を推進すると

ともに、同協議会で DV 被害者の情報をスムーズに伝達

するための DV 共通シートを作成し、子ども政策課にお

ける DV 対応マニュアルを作成した。 

作成した DV 共通
シートや DV 対応
マニュアルを課内
で周知するととも
に、これを活用した
適切な対応ができ
るよう職員の共通
認識を図る。 

  0   0 子ども政

策課 

平成 21 年度から検討していた「校区外通学・区域外就

学許可申請事務マニュアル」におけるＤＶの項目につい

て見直しを完了した。 

「校区外通学・区域

外就学許可申請事務

マニュアル」に基づ

いて、適切に対応す

る。 

0 0 学校教育

課 

④関係機関・民

間団体等との

協力・連携 

１ 協議会の設

置による協力・

連携体制の整備 

関係機関・民間団体を含む協議会を設置し、協力・連携

体制を整えた。 

・春日井市ＤＶ対策関係機関連絡会議を開催した。 

課長級：６月 28 日 

担当者：平成 23 年 1 月 26 日 

（関係機関） 

法務局、春日井警察署、春日井保健所、尾張福祉相談

センター、春日井児童相談センター 

関係機関の実務者会

議を実施する。 

0 0 男女共同

参画課 

 

(予算額 千円) 
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P．３（①－２．DV に関する正しい理解と認識を図るための講座等の実施 ）ＤＶセミナー 

回 開催日 テーマ 対象 場所 講師 

１ ２２年７月１２日 
地域での DV への対応と予防 民生委員・児童委員 

（藤山台・岩成台）29 人 

東部市民 

センター 

春日井市ＤＶ相談員 

２ ８月２日 
地域での DV への対応と予防 民生委員・児童委員（柏原）

25 人 

市役所 

1002 会議室 

春日井市ＤＶ相談員 

３ １０月 6 日 
地域での DV への対応と予防 民生委員・児童委員 

（中部第２）25 人 

柏井学習等共用

施設 

春日井市ＤＶ相談員 

４ １０月 7 日 ＤＶ理解のための講座 

～もし自分や身近にあったら

どうすればいいの？～ 

一般市民 16 人 レディヤン 

かすがい 

ウィメンズカウンセリ

ング名古屋 YWCA 

フェミニストカウンセ

ラー増井さとみ氏 

５ １１月１８日 DV 被害者親子支援 

プログラム 

女性連盟 １８人 レディヤン 

かすがい 

春日井市 DV 相談員 

６ 12 月９日 
地域での DV への対応と予防 民生委員・児童委員（味美）

２１人 

味美ふれあい 

センター 

春日井市 DV 相談員 

７ ２３年 1 月 6 日 
地域での DV への対応と予防 民生委員・児童委員（西部）

３２人 

西部ふれあい 

センター 

春日井市 DV 相談員 

８ 2 月８日 
地域での DV への対応と予防 民生委員・児童委員（南城）

２８人 

南城中学校 春日井市 DV 相談員 

９ 3 月１４日 
地域での DV への対応と予防 民生委員・児童委員 

（高森台・石尾台）３３人 

東部市民 

センター 

春日井市 DV 相談員 

別紙１ 



P．６（③－２．学校、保育園等への制度及び対応方法の周知）  DＶセミナー 

  

回 開催日 テーマ 対象 場所 講師 

１ 2２年５月３１日 DV（ドメスティック 

バイオレンス）について 

3 年生 36 人 春日井小牧 

看護専門学校 

春日井市ＤＶ相談員 

 2 6 月１０日 ・サインをキャッチする視点

～気づいてからの対応～ 

小 学 校 非 常 勤 講 師   

70 人 

中央公民館 春日井市ＤＶ相談員 

3 ６月１７日 春日井市においての DV 支援

～DV 対策マニュアルより～ 

看護師長会 ２２人 春日井市民病院 春日井市 DV 相談員 

4 ６月２９日 ・子どもの支援を考える 

～相談の現場から～ 

ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 

5 人 

中央公民館 春日井市ＤＶ相談員 

5 

 

７月１５日 児童虐待と DV 看護師長会 ２２人 春日井市民病院 春日井市ＤＶ相談員 

6 8 月 19 日 医療機関との連携 看護師長会 ２２人 春日井市民病院 春日井市 DV 相談員 

7 

 

10 月 20 日 子どもの傷ついた心に寄り添 

う 

公私立保育主任保育士 

58 人 

市役所 304・305

会議室 

春日井市ＤＶ相談員 

8 １０月２１日 ・サインをキャッチする視点 

～気づいてからの対応～ 

心の教室相談員 ３９人 中央公民館 春日井市ＤＶ相談員 

9 ２３年 2 月 4 日 ・サインをキャッチする視点 

～気づいてからの対応～ 

２年目教員研修 ５２人 中央公民館 春日井市ＤＶ相談員 

別紙２ 
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